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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・ある数量yが，他の数量xの2乗に比例するとき，yはxの2乗に比例する関数であることを理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・表，グラフ，式を使うと，関数関係に着目した問題解決ができることを学習している。


○共同追究での新たな見方・考え方


・2乗に比例する関数になる要因を考える。


○新たな見方・考え方を支える学習


・1量が変化することが一次関数になる要因だと学習している。
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≪学習問題≫


1辺4cmの正方形ＡＢＣＤがあります。


点Ｐ，Ｑは同時に点Ａを出発して，それぞれ


ＡＢ，ＡＤ上を毎秒1cmの速さで動きます。


点ＰはＢで，点ＱはＡ→Ｄ→Ａと動いてＡで


止まります。△ＡＰＱの面積が6cm２になる


のは，2点がＡを出発して何秒後でしょうか。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫
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１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②見通し:△ＡＰＱの面積は増えて減るから，6cm２になるのは2回ありそうだ。


→　x秒後の面積をycm２として関数関係を調べよう。





②学習課題: 時間と面積の関係を表やグラフ，式に表して，面積が6cm２になる時間を求めよう。





③個人追究:表やグラフ，式を使って，あてはまる時間を求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「表やグラフから2回目は5秒後だとわかるけれど，3秒から4秒の間の1回目がわからない。」


→「式y＝　 x のyに6を代入すると，1回目は� EMBED Equation.3  ���秒後と求められる。」「� EMBED Equation.3  ���は3.46･･･だから3秒と4秒の間だ。」


「グラフの交点と連立方程式の解は一致するんだった。」
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④共同追究後半（思考を深める）


「なぜ，0≦x≦4のときは2乗に比例する関数で，4≦x≦8のときは一次関数になるのだろうか？」


→「0≦x≦4のときは三角形の底辺も高さも変化している。4≦x≦8のときには高さだけが変化している。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・表やグラフで求められない値は，式を使って求めればいい。表，グラフ，式それぞれのよさと限界があるんだな。


・2つの数量が同時に変化するときに，2乗に比例する関数になることがあるんだ。変化するものに着目して考えたい。





⑥定着･活用問題


学習問題で，△ＡＰＱの面積が4cm２になるのは，2点がＡを出発して何秒後でしょうか。また，5cm２になるのは何秒後でしょうか。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・コンピュータ等の動画で変化の様子を示したり，0秒後，1秒後，･･･の図をかかせたりすると，問題場面が理解しやすい。


・2乗に比例する関数と一次関数の判断の場面では，底辺や高さの変化に着目させるとともに，面積の公式に文字をあてはめた式を示して，対応の観点からも確認するとよい。





【板書計画】








_1288605076.unknown

